
（
書
面
等
の
引
用
添
付
）

（
書
面
等
の
引
用
添
付
）

第
五
十
六
条

調
書
に
は
、
書
面
、
写
真
、
録
音
テ
ー
プ
、
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
、
電
磁
的
記
録
を
記
録
し
た
記
録
媒

体
そ
の
他
審
判
官
が
適
当
と
認
め
る
も
の
を
引
用
し
、
審
判
の
記
録
に
添
付
し
て
調
書
の
一
部
と
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

第
五
十
六
条

調
書
に
は
、
書
面
、
写
真
、
録
音
テ
ー
プ
、
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
そ
の
他
審
判
官
が
適
当
と
認
め
る
も

の
を
引
用
し
、
審
判
の
記
録
に
添
付
し
て
調
書
の
一
部
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
更
正
処
分
の
方
式
）

第
五
十
六
条
の
二

審
判
書
記
官
は
、
口
頭
審
理
の
調
書
の
更
正
処
分
を
す
る
と
き
は
、
更
正
処
分
の
内
容
を
記

載
し
た
調
書
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

２

第
五
十
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
調
書
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
受
命
審
判
官
の
期
日
指
定
等
）

（
受
命
審
判
官
の
期
日
指
定
）

第
五
十
七
条
の
二

受
命
審
判
官
が
行
う
手
続
の
期
日
の
指
定
及
び
変
更
は
、
そ
の
審
判
官
が
行
う
。

第
五
十
七
条
の
二

受
命
審
判
官
が
行
う
手
続
の
期
日
は
、
そ
の
審
判
官
が
指
定
す
る
。

（
証
拠
の
申
出
）

（
証
拠
の
申
出
）

第
五
十
七
条
の
三

（
削
る
）

第
五
十
七
条
の
三

証
拠
の
申
出
は
、
証
明
す
べ
き
事
実
及
び
こ
れ
と
証
拠
と
の
関
係
を
具
体
的
に
明
示
し
て
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

証
拠
の
申
出
は
、
拒
絶
査
定
不
服
審
判
に
つ
い
て
す
る
場
合
は
様
式
第
六
十
五
の
十
一
に
よ
り
、
そ
れ
以
外

の
場
合
は
様
式
第
六
十
五
の
十
二
に
よ
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
申
出
は
、
拒
絶
査
定
不
服
審
判
に
つ
い
て
す
る
場
合
は
様
式
第
六
十
五
の
十
一
に
よ
り
、
そ
れ
以
外

の
場
合
は
様
式
第
六
十
五
の
十
二
に
よ
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
証
拠
調
べ
調
書
の
記
載
事
項
）

（
証
拠
調
べ
調
書
の
記
載
事
項
）

第
五
十
七
条
の
五

（
略
）

第
五
十
七
条
の
五

（
略
）

２

第
五
十
五
条
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
は
、
前
項
の
調
書
に
準
用
す
る
。

２

第
五
十
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
調
書
に
準
用
す
る
。

（
証
拠
調
べ
の
調
書
の
記
載
に
代
わ
る
電
磁
的
記
録
の
記
録
媒
体
へ
の
記
録
）

（
証
拠
調
べ
の
調
書
の
記
載
に
代
わ
る
録
音
テ
ー
プ
等
へ
の
記
録
）

第
五
十
七
条
の
六

審
判
書
記
官
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、審
判
長
の
許
可
が
あ
つ
た
と
き
は
、

証
人
等
の
陳
述
の
録
音
又
は
録
画
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
電
磁
的
記
録
を
記
録
媒
体
に
記
録
し
、
こ
れ
を
も
つ
て

調
書
の
記
載
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
事
者
又
は
参
加
人
は
、
審
判
長
が
許
可
を

す
る
際
に
、
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
五
十
七
条
の
六

審
判
書
記
官
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、審
判
長
の
許
可
が
あ
つ
た
と
き
は
、

証
人
等
の
陳
述
を
録
音
テ
ー
プ
又
は
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
（
こ
れ
ら
に
準
ず
る
方
法
に
よ
り
一
定
の
事
項
を
記
録
す

る
こ
と
が
で
き
る
物
を
含
む
。
以
下
「
録
音
テ
ー
プ
等
」
と
い
う
。）に
記
録
し
、
こ
れ
を
も
つ
て
調
書
の
記
載

に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
事
者
又
は
参
加
人
は
、
審
判
長
が
許
可
を
す
る
際
に
、

意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

（
略
）

２

（
略
）

（
光
デ
ィ
ス
ク
に
よ
る
調
査
結
果
の
報
告
）

第
五
十
七
条
の
七

調
査
結
果
に
係
る
情
報
を
記
録
し
た
電
磁
的
記
録
に
よ
り
特
許
法
第
百
五
十
一
条
に
お
い
て

準
用
す
る
民
事
訴
訟
法
第
百
八
十
六
条
第
一
項
の
嘱
託
に
係
る
調
査
結
果
の
報
告
を
す
る
と
き
は
、
当
該
電
磁

的
記
録
を
記
録
し
た
光
デ
ィ
ス
ク
を
提
出
す
る
方
法
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

（
新
設
）

（
口
頭
審
理
の
規
定
の
準
用
）

（
口
頭
審
理
の
規
定
の
準
用
）

第
五
十
七
条
の
八

第
五
十
一
条
の
二
、
第
五
十
三
条
、
第
五
十
四
条
、
第
五
十
六
条
及
び
第
五
十
六
条
の
二
の

規
定
は
、
証
拠
調
べ
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
五
十
七
条
の
七

第
五
十
一
条
の
二
、
第
五
十
三
条
、
第
五
十
四
条
及
び
第
五
十
六
条
の
規
定
は
、
証
拠
調
べ

に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
宣
誓
）

（
宣
誓
）

第
五
十
八
条
の
五

（
略
）

第
五
十
八
条
の
五

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

第
一
項
の
宣
誓
は
、
審
判
長
が
、
証
人
に
対
し
、
良
心
に
従
つ
て
真
実
を
述
べ
、
何
事
も
隠
さ
ず
、
ま
た
、

何
事
も
付
け
加
え
な
い
こ
と
を
誓
う
旨
を
述
べ
さ
せ
る
方
式
に
よ
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
証
人

が
こ
れ
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
審
判
長
は
、
証
人
に
宣
誓
書
（
良
心
に
従
つ
て
真
実
を
述
べ
、

何
事
も
隠
さ
ず
、
ま
た
、
何
事
も
付
け
加
え
な
い
こ
と
を
誓
う
旨
を
記
載
し
た
書
面
を
い
う
。）に
署
名
さ
せ
、

審
判
書
記
官
に
こ
れ
を
朗
読
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

審
判
長
は
、
証
人
に
宣
誓
書
を
朗
読
さ
せ
、
か
つ
、
こ
れ
に
署
名
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
証
人
が
宣
誓

書
を
朗
読
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
審
判
長
は
、
審
判
書
記
官
に
こ
れ
を
朗
読
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

（
削
る
）

４

前
項
の
宣
誓
書
に
は
、
良
心
に
従
つ
て
真
実
を
述
べ
、
何
事
も
隠
さ
ず
、
ま
た
、
何
事
も
付
け
加
え
な
い
こ

と
を
誓
う
旨
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

（
略
）

５

（
略
）

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報 
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